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近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面

-
l
)
 

近
世
西
海
捕
鯨
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
論
文
や
史
料
の
複
刻
な
ど
を
し
て
き
た
か
、
対
象
の
大
き
さ
に
対
し
て
文
字

通
り
九
牛
の
一
毛
に
す
ぎ
な
い
。
院
生
時
代
に
処
女
論
文
を
書
い
た
の
は
肥
前
国
名
護
屋
組
の
無
足
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
地
域

(
2
)
 

の
民
衆
、
と
く
に
無
足
人
の
あ
り
方
を
宗
門
人
別
改
帳
・
御
用
帳
等
で
探
り
、
そ
れ
は
鯨
組
と
の
関
係
に
関
心
を
持
た
せ
て
く
れ
た
。

戦
時
中
魚
雷
艇
に
乗
り
疾
駆
し
た
西
海
へ
の
郷
愁
か
ら
一
九
四
八
年
秋
漫
然
と
訪
れ
た
生
月
島
一
部
浦
（
長
崎
県
平
戸
市
生
月
町
一
部
）

(
3
)
 

で
、
漁
協
に
古
文
書
の
所
在
を
尋
ね
て
益
冨
家
を
教
え
ら
れ
、
同
家
で
初
め
て
鯨
組
の
古
文
書
に
接
し
た
。
そ
の
後
訪
れ
る
度
ご
と
に

新
し
く
見
せ
て
い
た
だ
＜
文
書
の
量
が
段
々
と
殖
え
、
最
後
に
は
母
屋
の
二
階
に
導
か
れ
て
幾
つ
も
の
長
櫃
、
櫃
、
帳
箪
笥
等
々
に
収

め
ら
れ
た
膨
大
な
数
の
文
書
に
驚
い
て
、
藤
本
隆
士
・
武
野
要
子
・
松
下
志
朗
氏
を
か
た
ら
い
（
そ
の
後
、
当
時
院
生
だ
っ
た
江
藤
彰

彦
・
今
野
孝
・
鳥
巣
京
一
氏
ら
も
加
わ
り
）
、
そ
の
整
理
、
採
録
に
何
回
も
益
冨
家
を
訪
れ
た
。
ま
だ
平
戸
島
•
生
月
島
へ
は
架
橋
さ

れ
て
な
く
、
平
戸
口
か
ら
船
で
行
く
時
代
で
、
船
（
太
古
丸
）
も
小
さ
か
っ
た
。
屡
々
荒
波
に
が
ぶ
ら
れ
た
が
、
松
浦
の
海
と
島
や
鯨

見
張
番
所
の
あ
っ
た
山
を
眺
め
、
遠
く
捕
鯨
の
海
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
御
崎
の
納
屋
場
や
輔
轄
の
跡
も
訪
ね
た
が
、
そ
れ
も
今
は

は
じ
め
に

秀

近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面
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村
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な
い
。
朝
日
学
術
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
、
数
年
、
秋
の
空
が
冴
え
海
の
色
が
一
段
と
蒼
さ
を
増
す
頃
に
藤
本
隆
士
・
武
野
要
子
両

氏
と
と
も
に
対
馬
・
壱
岐
・
五
島
の
島
々
を
廻
り
、
西
海
捕
鯨
業
の
舞
台
の
広
大
さ
を
知
っ
た
。
し
か
も
五
島
の
有
川
で
は
、
か
つ
て

の
鯨
組
の
人
々
の
子
孫
が
南
極
捕
鯨
へ
出
か
け
る
身
内
を
盛
大
に
送
っ
て
い
る
の
に
出
会
い
、
捕
鯨
の
船
や
技
法
は
変
っ
て
も
、
な
お

捕
鯨
の
伝
統
が
脈
々
と
生
き
て
い
る
の
に
驚
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
研
究
の
面
で
は
、
益
冨
家
文
書
の
み
に
限
っ
て
も
、
あ
ま
り
に
も
膨
大
な
文
書
の
た
め
に
、
た
と
え
一
局
面
を
明
ら
か
に
し

て
も
、
全
体
を
よ
く
見
て
い
な
い
不
安
感
に
常
に
つ
き
ま
と
わ
れ
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
は
し
た
が
、
な
か
な
か
体
系
的
な
考
察
を

(
8
)
 

(

4

)

(

5

)

（

6
)
 

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
藤
本
隆
士
・
武
野
要
子
・
松
下
志
朗
・
鳥
巣
京
一
・
末
田
智
樹
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お

益
冨
家
文
書
は
じ
め
西
海
地
域
の
捕
鯨
関
係
の
文
書
は
膨
大
で
あ
り
、
さ
ら
に
関
連
す
る
玄
海
・
瀬
戸
内
の
浦
々
、
村
々
、
ま
た
各
地

の
鯨
組
、
関
連
す
る
各
藩
制
、
上
方
以
西
各
地
の
商
家
と
の
金
融
、
取
引
等
々
を
考
え
る
と
、
ま
さ
に
無
限
の
大
海
で
あ
る
。
今
後
も

数
多
く
の
研
究
者
に
是
非
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
っ
て
い
る
。
わ
が
国
が
真
に
捕
鯨
の
再
開
を
目
指
し
て
い
る
の
な
ら

ば
、
わ
が
国
の
捕
鯨
の
歴
史
が
原
始
、
古
代
以
来
、
こ
と
に
中
世
末
、
近
世
以
降
い
か
に
盛
ん
な
産
業
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
も
単
に
鯨

肉
や
鯨
池
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
鯨
の
巨
体
の
一
切
を
有
効
に
利
用
す
る
、
云
わ
ば
「
鯨
文
化
」
を
持
つ
国
で
あ
っ
た
こ
と
を
世
界
に

知
ら
せ
、
こ
の
伝
統
を
主
張
す
る
た
め
に
は
捕
鯨
業
、
捕
鯨
史
に
関
す
る
研
究
を
推
進
す
る
学
問
的
気
迫
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

私
と
し
て
は
長
年
鯨
組
に
心
を
留
め
な
が
ら
も
他
分
野
、
他
地
域
の
調
査
、
研
究
に
追
わ
れ
て
、
気
が
つ
け
ば
既
に
「
日
暮
れ
て
道

遠
し
」
の
感
で
あ
る
が
、
も
し
時
が
な
お
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
若
い
日
か
ら
関
心
を
も
ち
続
け
た
鯨
組
の
史
料
を
愚
直
に
読
解
し
つ

つ
、
せ
め
て
労
働
組
織
、
労
働
関
係
の
一
端
な
り
、
鯨
組
を
成
り
立
た
し
め
た
西
海
地
域
の
浦
や
村
の
民
衆
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
出

来
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
小
稿
は
そ
う
し
た
思
い
か
ら
思
い
つ
く
ま
ま
に
鯨
組
の
二
、
三
の
断
面
の
さ
さ
や
か
な
考
察
で
あ
る
。

近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面
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近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面

益
冨
組
の
居
浦
か
ら
組
へ
の
要
望

肥
前
国
生
月
島
の
益
冨
家
は
本
拠
を
一
部
浦
に
お
き
、
生
月
島
の
北
端
の
御
崎
に
多
く
の
納
屋
を
設
置
し
捕
鯨
の
基
地
と
し
た
。
益

冨
組
の
最
も
主
要
な
基
地
で
、
こ
こ
を
根
拠
と
す
る
捕
鯨
組
織
は
御
崎
組
と
云
わ
れ
る
。
ま
た
捕
鯨
業
の
組
主
の
姓
を
冠
し
て
益
富
組
・

中
尾
組
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
益
冨
組
は
御
崎
の
ほ
か
に
も
各
地
に
捕
鯨
基
地
を
置
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
肥
前
大
島
、
平
戸
島
津
吉
、

壱
岐
の
勝
本
・
前
目
、
肥
前
五
島
の
瀬
戸
、
黒
瀬
、
筑
前
大
島
等
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
地
名
を
冠
し
て
御
崎
組
・
津
吉
組
…
と
呼
ば

れ
た
。
こ
れ
ら
の
基
地
に
は
大
納
屋
・
小
納
屋
・
骨
納
屋
・
筋
納
屋
・
道
具
納
屋
…
等
が
あ
っ
た
。

(
9
)
 

例
年
捕
鯨
の
準
備
と
し
て
九
月
頃
か
ら
「
前
作
事
」
が
な
さ
れ
、
各
地
か
ら
職
人
や
日
雇
（
常
日
雇
）
が
入
り
こ
ん
で
く
る
。
十
・

十
一
月
か
ら
翌
四
月
位
ま
で
の
捕
鯨
期
に
は
、
各
地
か
ら
の
勢
子
船
・
双
海
船
・
持
双
船
ほ
か
多
く
の
船
が
来
て
乗
組
の
加
子
の
多
く

の
人
数
が
加
子
納
屋
や
民
家
を
借
り
て
入
り
込
み
、
さ
ら
に
納
屋
も
職
人
・
日
雇
（
定
日
雇
）
の
人
数
も
多
く
な
り
、
こ
と
に
一
旦
鯨

を
捕
獲
す
る
と
居
浦
（
据
浦
）
は
勿
論
、
周
辺
の
浦
や
村
か
ら
多
数
の
日
雇
を
受
け
入
れ
、
各
地
か
ら
商
人
等
も
入
込
ん
で
、
ま
さ
に

「
鯨
一
本
七
浦
浮
か
ぶ
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
鯨
組
と
し
て
は
基
地
で
あ
る
地
元
の
「
居
浦
l

に
は
種
々

の
恩
恵
を
与
え
、
居
浦
と
し
て
は
鯨
組
へ
の
期
待
や
要
望
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
の
文
書
は
年
代
、
場
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
益
富
組
の
或
る
居
浦
か
ら
鯨
組
に
対
す
る
不
満
や
要
望
の
一
端
が
窺
え
る
。

所
中
申
出
書
出
し

当
浦
鯨
組
生
月
益
冨
組
数
年
居
浦
被
仰
付
置
候
処
、
近
年
地
下
之
者
共
不
帰
依
之
振
合
二
付
、
相
礼
候
処
左
之
通
申
出
候

（
納
屋
）

鯨
漁
事
有
之
候
節
、
前
方
之
儀

t
大
な
や
ね
女
日
雇
老
若
、
鯨
小
切
と
し
て
入
込
み
候
処
、
近
年
若
女
耳
入
込
、
少
々
年
比

之
者
或

t
妻
女
等
之
儀
壱
人
も
不
申
候
事

百
姓
中
田
方
虫
用
意
明
シ
油
入
用
丈
之
分
油
所
二
て
調
達
い
た
し
置
旨
、
納
屋
方
へ
及
相
談
候
て
も
差
出
不
申
、
甚
難
渋
仕
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か
ん
た
ら
、
は
な
か
み
等
之
儀
、
嶋
中
兎
角

t
不
埒
之
儀
等
無
之
様
、
兼
て
主
人
方
厚
被
相
制
候
得
共
、
間
々
心
得
違
之
者

鯨
肉
聯
ち
ぎ
り
取
候
を
見
当
候
得

t
、
打
榔
し
勿
論
踏
け
ら
れ
無
限
口
之
致
方
有
之
、
其
上
婦
人

t
帯
引
ほ
と
き
恥
さ
ら
し

候
儀
も
有
之
か
二
申
出
候

漁
事
有
之
節
、
大
小
納
屋
ゎ
為
日
雇
稼
朝
七
ツ
時
出
浮
候
時

t
朝
飯

t
差
出
候
得
共
、
夫
昼
時
迄
相
稼
、
昼
飯
時
二
相
成
候

得

t
昼

飯

納

屋

方

差

出

不

申

、

銘

々

宿

元

共

糾

収

食

事

仕

候

．

御
領
内
並
他
領
之
者
も
鯨
組
勢
子
船
数
十
艘
之
乗
組
壱
艘
向
人
別
在
家
壱
軒
宛
借
切
、
年
々
壱
春
之

□口
滞
仕
候
、
右
乗
組

之
内
如
何
様
悪
病
仕
出
候
早
速
医
者
ね
も
懸
、
乗
組
な
看
病
仕
候
て
も
段
々
大
切
之
容
鉢
二
相
成
、
在
家
ょ
罷
帰
養
生
仕
い

た
し
度
旨
納
屋
ど
及
相
談
候
て
も
、
暫
口
差
免
不
申
、
右
様
之
悪
病
不
得
止
事
、
二
三
日
も
留
置
候
得

t
其
宿
家
内
ど
自
然

（
座
力
）

と
跡
引
等
有
之
、
間
々
難
渋
之
儀
御
口
候

生
月
鯨
組
最
早
数
年
当
所
居
浦
二
付
て
は
次
第
之
我
侭
二
て
、
常
々
支
配
人
始
納
屋
人
共
横
着
、
終
日
之
地
下

5
日
雇
方
出

（
不
申
力
）

入
之
者
共
二
も
詞
懸

□口
、
帰
服
不
仕
候

是
迄
支
配
人
共
組
直
リ
・
組
揚
此
両
度
二
は
横
目
御
役
所
、
庄
屋
ね
御
見
廻
口
候
処
、
昨
年
組
揚
リ
之
節
、
勢
右
衛
門
夕
故

障
申
立
不
罷
出
、
其
外
之
支
配
人
共
耳
参
申
候
、
当
春
組
揚
之
節
勢
右
衛
門
儀
不
快
之
由
二
て
不
罷
出
、
外
支
配
人
参
候
て

横
目
役
所
土
間
な
立
な
か
ら
口
之
仕
置
二
引
取
申
候
、
勢
右
衛
門
儀
惣
支
配
人
二
候
得
此
者
第
一
罷
出
、
始
末
之
礼
儀
有
之

度
愚
案
仕
候
処
、
右
様
之
当
次
第
我
侭
二
相
成
候
口

以
前
℃
定
旦
雇
中
ね
鯨
切
出
、
春
中
三
度
計
宛
切
桶
三
盃
宛
配
当
い
た
し
呉
来
候
処
、
近
年
口
処

□口
□口
段
々
相
談
仕
候

て
も
聞
入
不
申
、
先
格
相
外
候
段
申
出
候

鯨
拾
五
本
収
納
日
雇
賃
十
五
メ
七
百
八
十
三
文
程
請
取
申
候

候
近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面
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近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面

右
之
通
申
出
候

右
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
益
冨
組
が
こ
の
数
年
わ
が
浦
に
納
屋
場
を
置
い
て
い
る
が
、
以
前
と
違
い
「
地
下
」
の
民
衆
が
組
に
対
し
て

不
満
に
思
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
幾
つ
か
の
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

(
1
)
捕
獲
し
た
鯨
の
処
理
で
以
前
は
鯨
の
小
切
に
老
若
の
女
日
雇
を
雇
い
入
れ
て
い
た
の
に
、
近
年
は
少
し
年
頃
の
者
や
妻
女
は

一
人
も
取
ら
ず
、
若
い
女
の
み
雇
っ
て
い
る
こ
と
。

(
2
)
百
姓
が
田
方
の
防
虫
用
や
明
か
り
の
油
の
入
用
分
を
組
の
油
所
に
交
渉
し

て
も
出
し
て
く
れ
な
い
こ
と
。
（
3
）
「
か
ん
だ
ら
」
や
「
は
な
か
み
」
な
ど
の
不
正
行
為
に
対
し
て
（
多
少
大
目
に
見
る
べ
き
に
）
制

裁
が
厳
し
す
ぎ
る
こ
と
。
（
4
）
「
漁
事
」
の
際
に
大
小
納
屋
へ
の
旦
屑
に
朝
飯
は
出
る
が
、
昼
飯
は
出
な
い
の
で
宿
元
へ
引
き
取
り
食

べ
て
い
る
こ
と
。

(
5
)
領
内
、
他
領
か
ら
の
勢
子
船
数
十
艘
が
く
る
が
、
一
艘
ご
と
に
家
を
か
り
て
猟
期
一
春
（
こ
の
場
合
は
春
組

の
み
で
あ
っ
た
ら
し
い
）
を
借
り
て
い
る
（
納
屋
群
の
な
か
に
は
加
子
納
屋
が
あ
る
が
、
民
家
を
借
る
こ
と
も
あ
っ
た
）
。
彼
等
の
内

に
は
悪
病
を
患
い
故
郷
に
帰
え
し
養
生
さ
せ
た
い
と
納
屋
へ
相
談
し
て
も
直
ぐ
に
は
許
し
て
く
れ
ず
、
借
り
て
い
る
民
家
と
の
間
で
も

(12) 

難
渋
す
る
こ
と
。

(
6
)
数
年
居
浦
が
続
い
て
、
支
配
人
や
納
屋
人
が
横
着
に
な
っ
て
、
地
下
（
居
浦
の
民
衆
）
か
ら
の
日
雇
方
へ
出

入
の
者
に
言
葉
も
か
け
な
い
こ
と
。

(
7
)
以
前
は
組
み
直
り
と
組
揚
り
の
時
に
は
横
目
役
所
と
庄
屋
に
は
支
配
人
が
挨
拶
に
来
て
い

た
の
に
最
近
は
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
。
惣
支
配
人
は
始
末
の
礼
儀
は
あ
っ
て
ほ
し
い
。

(
8
)
以
前
は
定
日
雇
に
は
一
―
一
度
ば
か
り

鯨
を
切
り
出
し
て
切
桶
三
盃
ず
つ
配
当
し
て
く
れ
て
い
た
が
近
年
は
無
く
、
相
談
し
て
も
聞
き
入
れ
ず
、
以
前
か
ら
の
慣
行
か
ら
外
れ

て
い
る
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

以
上
は
益
冨
組
と
居
浦
の
関
係
が
数
年
続
い
て
相
互
に
慣
れ
あ
い
が
あ
っ
た
た
め
か
、
「
所
中
」
の
不
満
や
要
望
を
組
に
申
し
出
た

も
の
で
あ
る
。
益
冨
組
に
は
各
年
の
日
記
が
多
数
残
っ
て
い
る
の
で
、
具
体
的
事
例
な
ど
は
見
出
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
で

あ
る
。
「
所
中
」
は
居
浦
の
民
衆
と
と
も
に
、
居
浦
周
辺
の
浦
や
村
の
者
の
不
備
や
要
望
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
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し

捕
鯨
の
労
働
過
程
は
沖
場
と
納
屋
場
に
わ
か
れ
る
。
沖
場
は
海
上
に
お
け
る
捕
鯨
の
行
程
で
勢
子
船
・
双
海
船
・
持
双
船
・
双
海
付

（
網
付
）
・
納
屋
船
な
ど
数
十
艘
で
、
ほ
か
に
見
張
の
流
番
船
が
い
た
。
納
屋
場
は
捕
鯨
の
準
備
を
す
る
「
前
作
事
」
と
捕
獲
後
に
お
け

る
鯨
の
解
体
・
加
工
が
な
さ
れ
る
も
の
で
、
大
納
屋
・
小
納
屋
・
骨
納
屋
・
筋
納
屋
・
油
壺
場
、
油
貯
蔵
・
米
蔵
は
じ
め
多
く
の
蔵
が

あ
り
、
さ
ら
に
勘
定
納
屋
や
加
子
納
屋
等
々
が
あ
り
、
夫
々
の
組
、
場
所
、
年
代
に
よ
っ
て
人
数
は
異
な
っ
て
い
た
。
納
屋
で
は
別
当

の
も
と
帳
役
・
書
役
が
お
り
、
若
衆
（
聞
取
で
は
ワ
ッ
カ
シ
）
は
納
屋
の
作
業
の
管
理
、
経
理
、
諸
種
の
連
絡
に
当
っ
た
者
で
、
た
と

(13) 

え
ば
弘
化
三
年
冬
の
若
衆
割
（
組
名
不
明
、
御
崎
組
か
）
で
の
役
割
は
蔵
懸
二
人
、
天
間
（
伝
馬
）
二
人
、
探
り
二
人
、
魚
棚
三
人
、

(14) 

釜
後
殿
一
人
、
同
中
殿
一
人
、
奥
殿
二
人
、
西
東
殿
ィ
（
丁
場
よ
り
一
人
ず
つ
廻
り
々
々
）
、
口
附
二
人
、
丁
場
掛
リ
十
四
人
、
外
廻

り
（
一
人
ず
つ
）
四
人
等
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
年
度
、
組
に
よ
っ
て
人
数
の
多
少
は
あ
り
、
安
政
七
年
の
御
崎
組
で
は
二
十

(15) 

二
人
、
道
具
納
屋
三
人
、
筋
納
屋
二
人
、
勘
定
納
屋
一
人
、
同
年
の
江
島
組
で
は
、
二
十
一
人
、
道
具
納
屋
三
人
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
若
衆
に
対
し
て
訓
戒
を
指
示
し
た
文
政
五
年
(
-
八
二
二
）
午
十
二
月
十
五
日
「
若
衆
訓
戒
控
」
な
る
文
書
が
あ
り
、
若

衆
の
仕
事
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
掲
げ
る
。
も
っ
と
も
破
損
、
虫
損
が
相
当
あ
り
、
読
み
難
い
箇
所
が
い
く
つ
も
あ

る
が
、
御
教
示
を
乞
う
意
味
で
全
文
を
掲
出
す
る
。

（
表
紙
）「
文
政
五
年
若
衆
訓
戒
控

午
十
二
月
十
五
日

益
冨
組
に
お
け
る
「
若
衆
訓
戒
控
」

近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面

-68-



近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面

何
レ
も
心
得
の
事

ニ
醗
轄
場
重
立
候
者
ハ
魚
之
方
輔
轄
之
方
ま
か
せ
、
お
さ
え
綱
之
か
わ
り
、
衆
人
怪
我
あ
や
ま
ち
無
之
様
二
心
ヲ
付
候
事
第
一
、

（
不
力
）

抜
又
東
西
二
別
レ
、
若
キ
者
共
へ
も
一
方
斗
二
居

□申
様
二
／
、
日
雇
頭
二
日
雇
ヲ
舞
さ

□不
行
届
節
ハ
若
者
口
も
申
付
、
自

分
目
先
ね
人
ヲ
立
セ
不
申
、
魚
汐
浜
輔
轄
場
東
西
一
は
い
一
目
二
見
渡
シ
、
支
配
人
之
方
ヲ
時
々
無
油
断
度
々
見
候
て
、
支
配

人
之
目
二
懸
リ
候
様
、
我
身
ヲ
立
ふ
る
ま
い
候
て
、
手
様
眼
様
ヲ
早
ク
さ
と
り
候
者
上
々
之
若
衆
也
、
若
キ
者
ハ
輔
轄
場
東
西

（精）

二
別
レ
、
輛
櫨
一
本
二
両
人
二
居
不
申
、
輛
轄
弐
本
ヲ
壱
人
二
て
出
情
廻
ら
せ
候
者
其
次
也
、
兎
角
日
雇
、
船
手
、
小
納
屋
之

（
よ
り
力
）

者
其
外
、
人
ヲ
能
遣
イ
候
ヲ
第
一
之
事
二
候
、
人
無
数
之
節
ハ
自
分
二
て
も
ま
き
候
事
同
し
、
輛
轄
二
て
も
道
具
之
大
小

□口

（雇）

日

□人
数
之
多
少
ヲ
考
ね
見
分
、
東
西
人
配
リ
致
候
事
、
見
物
人
多
ク
共
、
支
配
人
東
西
之
輛
轄
場
見
通
シ
之
邪
魔
二
相
成
リ

（事）

候
処
に
ハ
立
セ
不
申
様
気
ヲ
付
候
口
、
支
配
人
之
眼
二
あ
た
ら
す
様
二
、
人
影
二
居
候
者
ハ
ロ
之
下
な
り
、
道
具
々
々
だ
網
配

之
俄
ハ
、
支
配
人
之
役
二
候
得
ハ
差
図
二
ま
か
せ
、
自
分
之
持
前
之
役
ヲ
無
油
断
相
勤
候
事
第
一
之
事
二
候

一
天
間
之
義
ハ
綱
に
付
め
ぐ
り
之
時
迄
丈
夫
二
気
ヲ
付
、
綱

t
長
き
二
能
々
気
ヲ
付
、
警
少
シ
隙
入
二
相
成
リ
候
て
も
あ
ぶ
な
き

事
ヲ
不
致
、
念
二
念
ヲ
入
レ
怪
我
あ
や
ま
ち
無
之
様
致
シ
、
魚
切
・
中
切
・
綱
差
之
仕
事
ふ
る
ま
い
二
能
々
気
ヲ
付
、
右
之
者

（
之
力
）

共
ヲ
無
用
二
立
せ
不
骰
、
無
油
断
出
情
為
致
、
若
シ
綱
さ
し
二
て
も
無
用
口
節
ハ
魚
之
℃
た
え
不
置
様
致
シ
、
猶
又
輛
轄
場
支

配
人
之
方
ヲ
無
油
断
見

□□
手
様
々
二
差
図
ヲ
早
口
と
り
斗
ら
い
之
事
、
か
ん
だ
ら
・
ほ
こ
船
、
我
船
近
辺
二
寄
セ
不
付
、
と

も
て

□い
て
前
後
左
右
浜
鞘
櫨
場
迄
も
一
眼
見
通
二
相
成
リ
候
様
、
我
身
な
先
二
立
ち
振
る
ま
い
居
候
事
、
一
人
二
て

□口
も

前
後
左
右
行
届
兼
候
節
ハ
、
浜
若
衆
若
手
之
内
誰
レ
ニ
て
も
其
時
之
時
宜
二
ま
か
せ
乗
ら
せ
候
て
、
ほ
こ
船
・
か
ん
た
ら
・
鍵

（
衆
力
）

付
等
を
以

□さ
せ
候
て
、
矛
ロ
・
納
屋
道
具
境
能
口
差
入
レ
、
浜
も
ま
き
上
ケ
候
道
具
二
て
も
若

□な
気
付
差
図
致
候
事
、
是

又
・
綱
配
り
之
儀
ハ
支
配
人
差
図
二
ま
か
せ
候
事

（境）

一
浜
若
衆
之
儀
、
銘
々
請
持
之
小
納
屋
道
具
口
能
々
念
入
、
極
略
無
之
様
銘
々
人
之
差
図
ヲ
ま
た
ず
出
情
、
無
人
数
二
も
有
之
事
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二
候

□口
我
受
持
之
事
二
か
き
ら
す
、
他
人
之
受
持
二
て
も
相
互
心
ヲ
附
出
情
致
候
事
、
次
ニ
ハ
我
身
之
前
後
左
右
二
か
ん
だ

ら
、
か
ぎ
突
寄
不
付
、
小
納
屋
旦
展
二
て
も
道
具
取
リ
壱
人
、
弐
人
口
其
道
具
之
多
少
模
様
二
寄
見
斗
取
ら
せ
、
尤
は
た
か
に

（も）

な
り
居
不
申
、
旦
雇
壱
人
口
寄
付
不
申
、
小
納
屋
若
衆
た
り
共
、
自
分
之
口

□前
後
左
右
邪
魔
二
相
成
候
者
ハ
遠
ざ
け
、
輔
櫨

（
々
力
）
（
衆
脱
力
）

場
支
配
人
之
眼
邪
魔
二
不
相
成
様
、
小
納
屋
道
具
之

□口
不
相
成
様
致
居
候
て
、
道
具
境
致
候
者
上
口
之
若
な
り
、
道
具
二
綱

（
を
力
）

付
候
辿
も
自
分
之
手
二
て
不
致
、
綱
さ
し
口
能
遣
ひ
候
若
衆
こ
そ
若
衆
之
役
な
り
、
自
身
二
綱
ヲ
持
扱
候
者
ハ
綱
さ
し
よ
り
候

も
同
様
之
事
な
り
、
乍
然
其
時
之
模
様
二
よ
り
て
ハ
別
当
な
自
身
二
綱
扱
候
義
侭
有
之
事
二
候
へ
共
、
只
今
之
ふ
リ
合
二
て
ハ

何
れ
も
綱
一
乏
様
二
輔
櫨
場
な
相
見
へ
候

（ママ）

一
節
角
か
ん
だ
ら
も
追
々
旦
雇
入
候
者
ま
ま
有
之
、
日
二
よ
り
候
て
ハ
少
々
無
数
様
二
も
相
見
得
候
二
付
、
此
節
二
至
リ
か
ん
だ

ら
浜
中
上
寄
セ
不
付
様
致
候
て
、
警
ゎ
小
納
屋
道
具
之
品
二
て
も
少

□口
二
て
も
取
ら
セ
不
申
様
致
度
候
、
次
第
二
か
ん
だ
ら

無
数
相
成
り
可
申
、
ほ
こ
船
辿
も
御
役

□連
二
相
届
ケ
候
へ
共
、
不
行
届
二
付
て
ハ
此
う
ヘ
ハ
平
戸
へ
達
シ
方
二
も
可
致
事
ニ

候
へ
共
、
余
り
事
立
事
ゆ
へ
取
行
セ
さ
へ
不
致
、
最
初
な
近
辺
邪
魔
相
成
候
船
ヘ
ハ
汐

□リ
か
け
候
ゆ
へ
、
よ
り
付
不
申
様
二

と
申
渡
置
候
て
、
其

□口
寄
附
之
船
ゎ
乗
組
中
不
残
あ
た
ま
よ
り
五
鉢
中
幾
度
二
て
も
汐
く
り
か
け
寄
付
不
申
様
致
、
其
う
へ

兎
角
之
儀

t
輛
櫨
場
な
見
分
致
居
候
事
二
付
、
小
納
屋
天
間
二
て
も
道
具
近
辺
邪
魔
二
相
成
り
候
船
ハ
寄
付
不
申
事
、
且
又
小

納
や
道
具
取
若
衆
、
此
方
天
間
乗
り
其
者
之
前
後
左
右
よ
り
き
ら
れ
、
口
と
船
夕

□ら
れ
候
様
相
見
へ
候
、
左
候
へ

t
右
小
納

屋
若
衆
見
通
シ
之
邪
魔
二
相
成
り
候
事
故
、
乗
せ
不
申
様
二
と
申
付
候
、
小
納
屋
方
か
付
出
之
次
第
二
よ
り
候
て

t
若
衆
壱
人

（

宛

力

）

（

マ

マ

）

（

マ

マ

）

完
ハ
心
得
方
二
よ
り
乗
セ
可
申
哉
、
綱
さ
し
東
西
中
二
と
、
う
口
ね
上
り
候
ふ
り
合
者
ハ
在
間
と
こ
ろ
相
改
メ
申
様
浜
立
若
衆

井
輛
櫨

□口
若
衆
共
二
気
ヲ
付
、
東
西
之
浜
へ
取
り
設
ハ
勿
論
之
事
也

荒
増
右
之
心
得
を
以
い
つ
れ
も
か
ん
だ
ら
・
鍵
突
・
ほ
こ
舷
、
大
納
屋
道
具
は
不
及
申
二
小
納
屋
道
具
た
り
共
近
辺
二
寄
附
不

置
様
支
配
浜
ゎ
眼
配
リ
、
少
し
猶
予
も
出
来
候
得

t‘

綱
配
リ
之
義
ハ
天
間
井
浜
輛
櫨
場
若
衆
人
配
リ
不
致
二
て
も
支
配
人
之

近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面
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役
二
候
得
℃
無
油
断
差
図
方
致
事
二
候
得
共
、
前
文
之
通
リ
輔
櫨
場
立
之
若
衆
ハ
何
方
苫
店
候
や
卜
見
物
人
・
日
雇
・
若
衆
一

ツ
ニ
相
成
、
支
配
人
之
差
図
ヲ
見
候
者
無
之
、
浜
立
若
衆
ハ
道
具
境
之
輔
轄
場
¢
見
通
シ
不
被
成
様
人
影
二
て
致
か
ん
た
ら
響

饂
冒
ハ
我
別
前
左
右
二

□□
〕
置
、
支
配
人
少
シ
間
二
て
も
脇
目
致
候
へ
℃
直
二
き
ら
れ
候
様
致
置
、
ほ
こ
舷
是
又
少
シ
目
油
断
（
不
力
）

致
候
へ
℃
天
間
之
内
二
あ
る
も
の
ほ
こ
舷
汐
突
れ
取
ら
れ
候
様
致
置
候
二
付
て

t
、
魚
¢
浜
口

□口
〕
処
少
シ
之
間
も
目
油
断
口

相
成
、
依
之
自
分
受
持
之
綱
配
リ
不
行
届
、
若
衆
ハ
か
ん
た
ら
・
ほ
こ
舷
・
小
納
屋
之
者
¢
遣
わ
れ
、
支
配
人
ハ
若
衆
方
遣
わ

れ
候
様
之
ふ
り
合
二
相
成
り
、
其
格
／
＼
之
請
持
之
義
、
次
第
二
不
行
届
様
二
相
成
リ
候
事
ゆ
へ
、
い
づ
れ
も
年
立
候
者
得
と

相
考
、
若
キ
者
へ
毎
晩
申
お
し
へ
候
事
第
一
之
事
二
候

筋
之
義
、
大
坂
井
当
国
二
て
も
組
方
外
商
売
之
筋
、
年
々
余
分
有
之
候
風
説
書
有
之
、
当
年
之
義
ハ
格
別
二
吟
味
可
致
心
得

之
事
左
之
通
り

両
組

一
筋
納
屋
え
筋
持
込
相
渡
候
口
之
内
、
不
行
届
不
埒
於
有
之
℃
、
大
納
屋
支
配
人
を
初
若
衆
中
可
為
越
度
事

一
筋
納
屋
若
衆
無
人
二
付
、
浜
立
其
外
行
届
間
敷
二
付
、
同
所
若
衆
之
義

t
添
二
致
置
候
て
大
納
屋
若
衆
其
道
具
／
＼
筋
取
義
念

ヲ
入
候
事
、
た
と
へ
不
用
ロ
一
寸
二
寸
之
切
筋
二
て
も
小
納
屋
赤
身
に
附
置
候
義
、
支
配
人
見
当
り
二
お
ひ
て
ハ
、
其
道
具
懸

り
之
若
衆
中
屹
度
不
相
済
事

一
第
一
天
間
乗
能
々
心
ヲ
付
怠
無
之
様
相
斗
候
事

一
大
骨
た
き
身
ノ
筋
別
当
見
分
之
品
二
て
若
衆
改
、
別
当
指
図
之
う
へ
筋
取
り
跡
赤
身
相
渡
候
事
、
警
筋
無
之
赤
身
二
て
も
別
当

（
ハ
脱
力
）

同
然
二
て
若
衆
え
改
さ
せ
候
う
へ
な
ら
で
小
納
屋
え
不
相
渡
、
右
之
趣
大
骨
納
屋
ね
も
屹
度
申
渡
置
候
事
口
ロ
一
小
納
屋
不
行

届
義
於
有
之

t
、
大
納
屋
道
具
相
仕
廻
候
う
へ
、
大
骨
た
き
赤
身
一
切
別
当
浜
立
仕
廻
之
上
見
分
相
渡
シ
可
申
、
此
趣
得
と
申

通
シ
置
候
事
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一
背
之
筋

右
何
れ
も
其
道
具
／
＼
受
持
之
者
浜
二
て
取
候
侭
別
々
二
致
シ
置
、
大
納
屋
二
上
ケ
何
レ
も
別
々
二
懸
ケ
候
事

一
丸
ノ
切
通
り
之
筋

t
不
及
申
、
念
入
レ
候
事

一
寄
合
筋
大
納
屋
二
て
取
二
不
及
ゆ
へ
、
別
二
相
替
義
有
之
間
敷
事

一
右
之
通
り
筋

□□
二
限
候
事
二
て
も
無
之
候
得
共
、
一
鉢
道
具
取
候
節
無
情
大
様
致
シ
不
行
届
若
衆
之
義
之
勤
場
所
引
下
ケ
、

右
二
準
シ
賃
銀
・
所
務
・
濡
代
本
一
切
引
下
ケ
可
申
事
、
出
情
致
シ
候
者

t
別
当
其
心
得
可
有
之
事
、
又
万
一
少
シ
ニ
て
も
身

欲
之
義
於
有
之

t
隙
呉
可
申

午
冬
筋
納
屋
心
得
之
事

一
大
納
屋
若
衆
中
ゎ
℃
別
紙
書
附
を
以
申
渡
シ
置
候
得
共
、
大
納
屋
之
義

t
筋
耳
二
懸
居
不
申
、
筋
納
屋
若
衆
之
義

t
筋
耳
二
懸

（務）

り
居
申
事
ゆ
へ
、
其
所
得
と
勘
弁
、
不
行
届
者

t
大
納
屋
若
衆
同
様
勤
方
賃
・
所

F
．
濡
代
本
引
下
ケ
可
申
事

其
外
大
納
屋
同
様
之
事
、
依
之
格
別
目
立
候
様
気
ヲ
付
致
出
情
、
行
届
兼
候
節
ハ
大
納
屋
若
衆
中
え
夫
々
無
怠
様
一
々
申
通
シ
、

是
又
不
行
届
節
ハ
其
所
々
支
配
人
方
え
少
シ
も
無
遠
慮
申
達
候
事
、
若
シ
此
義
不
行
届
も
の
ハ
前
文
之
通
り
相
斗
ら
い
可
申
候

一

筋

納

屋

殿

リ

方

一

切

之

儀

ハ

不

及

申

念

入

候

事

し

一
筋
納
屋
中
支
配
人
其
外
若
衆
筋
之
義
も
の
一
切
定
居
之
人
数
間
用
、
他
行
、
宿
見
舞
一
寸
に
て
も
遣
候
節
ハ
齊
藤
七
左
衛
門
へ

相
達
可
申
事

一
開
之
筋

一
開
之
筋
是
又
右
同
断
二
相
心
得
候
事
、
大
納
屋
ね
も
屹
度
申
通
シ
置
候
事

一
大
骨
た
き
ノ
筋

近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面
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右
之
条
々
於
相
背
ハ
詑
度
曲
事
可
申
付
事

右
之
ケ
條
若
衆
二
不
限
、
別
当
二
至
リ
候
て
も
得
と
勘
弁
可
被
致
候

午
十
二
月
十
五
日

こ
の
「
訓
戒
」
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、

(
l
)
鯨
を
浜
に
引
き
上
げ
る
時
の
輔
櫨
の
綱
さ
ば
き
に
つ
い
て
、
全
体
を
よ
く
見
渡
し
て
支
配
人
の
目
に
か
か
り
や
す
い
所
に
立

ち
支
配
人
の
意
図
を
察
し
て
、
日
雇
・
船
手
・
小
納
屋
の
者
、
そ
の
ほ
か
人
々
を
よ
く
使
う
こ
と
。

(
2
)
伝
馬
船
に
乗
っ
て
指
示
す
る
時
は
、
輛
櫨
の
綱
の
長
さ
に
気
を
つ
け
て
魚
切
・
中
切
・
綱
差
の
仕
事
に
気
を
配
り
、
前
後
左

右
に
気
を
つ
け
、
か
ん
だ
ら
・
ほ
こ
舷
を
寄
せ
付
け
ず
、
時
宜
に
よ
り
若
衆
の
若
手
も
乗
せ
て
気
を
付
け
差
図
す
る
こ
と
。

(
3
)
鯨
引
き
揚
げ
の
浜
で
働
い
て
い
る
若
衆
は
受
け
持
ち
の
小
納
屋
の
道
具
の
区
分
に
気
を
つ
け
て
、
道
具
近
辺
に
邪
魔
に
な
る

船
は
よ
せ
つ
け
な
い
こ
と
、
大
納
屋
の
道
具
は
勿
論
小
納
屋
、
道
具
に
綱
を
つ
け
て
綱
差
を
を
よ
く
使
う
こ
と
。

(
4
)
浜
立
の
若
衆
も
輛
櫨
場
若
衆
も
か
ん
だ
ら
を
き
び
し
く
取
り
締
ま
る
こ
と
。
か
ん
だ
ら
・
鍵
突
・
ほ
こ
船
等
で
か
ん
だ
ら
を

す
る
者
の
取
り
締
ま
り
。
か
ん
だ
ら
は
見
物
人
の
小
さ
い
盗
み
か
ら
船
で
来
て
鍵
付
け
、
矛
船
で
大
き
く
盗
む
も
の
も
あ
る
の
で
、

邪
魔
に
な
る
船
を
よ
せ
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
小
納
屋
道
具
取
り
の
若
衆
が
伝
馬
に
乗
り
、
そ
の
前
後
を
き
び
し
く
取
り

締
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
5
)
大
坂
や
当
所
で
も
組
方
外
の
筋
の
売
買
が
年
々
余
分
に
あ
る
と
い
う
噂
で
あ
る
か
ら
、
特
に
吟
味
す
る
こ
と
を
両
組
に
達
し

て
い
る
。
両
組
と
は
、
こ
こ
ま
で
の
訓
戒
は
御
崎
組
の
若
衆
宛
で
、
こ
れ
か
ら
は
他
の
組
（
益
冨
組
経
営
の
御
崎
組
以
外
の
他
の

へ
も
示
し
た
も
の
で
、
筋
納
屋
へ
筋
を
持
ち
込
む
時
に
不
行
届
き
、
不
埒
が
あ
る
と
き
は
大
納
屋
支
配
人

組
の
意
味
で
あ
ろ
う
）

以
上

L 
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職
未
詳
、
別
当
か
）

を
は
じ
め
若
衆
の
落
度
と
す
る
。

(
6
)
筋
納
屋
の
若
衆
は
人
数
が
少
な
い
の
で
浜
立
に
は
行
き
届
か
ず
、
大
納
屋
の
若
衆
が
そ
の
道
具
々
々
で
筋
を
切
取
る
が
、
た

と
え
一
寸
、
二
寸
の
不
用
の
切
筋
で
も
小
納
屋
へ
の
赤
身
に
付
け
置
く
な
ら
ば
、
そ
の
道
具
係
り
の
若
衆
を
罰
す
る
。

(
7
)
大
骨
炊
き
身
の
筋
は
別
当
見
分
の
所
で
若
衆
が
改
め
、
別
当
の
指
図
で
筋
を
取
り
、
赤
身
を
き
め
る
。
た
と
え
筋
の
無
い
赤

身
で
も
、
別
当
の
目
前
で
若
衆
が
改
め
た
上
で
な
い
と
小
納
屋
へ
渡
さ
な
い
こ
と
。
大
骨
た
き
筋
・
開
の
筋
・
背
の
筋
も
同
じ
。

い
ず
れ
も
浜
で
取
っ
た
ま
ま
別
に
し
て
大
納
屋
へ
上
げ
る
。

(
8
)
す
べ
て
道
具
取
の
節
に
不
行
き
届
き
の
若
衆
は
勤
め
場
所
か
ら
離
し
て
、
賃
銀
・
所
務
代
・
濡
代
等
一
切
を
引
き
下
げ
る
。

出
精
の
者
は
別
当
に
そ
の
心
得
あ
る
べ
き
こ
と
。
我
欲
の
者
は
解
層
す
る
。

(
9
)
と
く
に
筋
納
屋
心
得
と
し
て
、
筋
納
屋
若
衆
は
筋
の
み
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、
不
行
届
き
の
者
は
大
納
屋
の
若
衆
同
様
に

勤
方
賃
・
所
務
・
濡
代
等
を
引
き
下
げ
る
。

(10)
筋
納
屋
「
殿
方
」
（
註

(14)
参
照
）
に
念
を
い
れ
る
こ
と
。

(11)
筋
納
屋
中
、
支
配
人
そ
の
ほ
か
若
衆
筋
の
者
、
定
雇
の
者
が
他
行
し
た
り
、
宿
見
舞
へ
遣
わ
す
場
合
は
斉
藤
七
左
衛
門
（
役

ヘ
相
達
す
る
こ
と
。

な
ど
で
あ
っ
た
。
若
衆
の
職
務
の
全
貌
は
窺
え
な
い
に
し
て
も
、
若
衆
が
納
屋
勤
め
の
中
核
と
し
て
勤
め
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
な
お
「
か
ん
だ
ら
」
に
つ
い
て
は
き
び
し
く
取
り
締
ま
っ
て
お
り
、
い
か
に
「
か
ん
だ
ら
」
が
多
か
っ
た
か
推
察
さ
れ
る
。
鍵
突
・

ほ
こ
船
は
よ
り
大
き
な
盗
み
で
、
ま
た
道
具
を
盗
む
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
鍵
突
、
ほ
こ
船
の
原
義
は
よ
く
分
ら
な
い
。
今
後

彼
等
の
組
織
、
職
務
等
を
さ
ら
に
詳
し
く
探
り
、
納
屋
の
実
情
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
う
。

近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面
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観
捕
鯨
行

久
聞
南
蛮
西
域
大
夜
又
克
製
墜
虎
之
獅
子
興
歎
象
之
蛇
、
又
聞
北
溜
東
洋
豪
悼
客
能
打
戴
陸
之
鼈
輿
呑
舟
之
鰐
、
心
飛
魂
蕩
幾
年

庚
辰

(17) 

肥
前
国
多
久
郷
出
身
の
儒
者
で
佐
賀
藩
の
著
名
な
漢
詩
人
で
あ
っ
た
草
場
侃
川
は
文
化
七
年
(
-
八
一

0
)
朝
鮮
通
信
使
の
束
日
の

時
に
、
師
の
古
賀
精
里
が
対
馬
に
赴
く
に
際
し
師
に
願
っ
て
随
従
し
た
。
対
馬
へ
渡
海
の
時
、
唐
津
藩
主
は
呼
子
浦
に
て
対
馬
へ
行
く

幕
府
の
要
職
の
旅
情
を
慰
め
る
た
め
、
鯨
船
六
隻
を
も
っ
て
捕
鯨
の
技
を
実
演
せ
し
め
た
。
こ
の
と
き
侃
川
も
こ
れ
を
見
学
す
る
こ
と

(18) 

を
許
さ
れ
た
。
そ
の
後
対
馬
へ
の
途
中
、
壱
岐
勝
本
浦
で
は
鯨
組
主
の
土
肥
家
に
泊
ま
り
、
島
の
者
か
ら
捕
鯨
に
つ
い
て
か
な
り
詳
し

(19) 

く
聞
き
取
り
、
記
録
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
「
附
駿
日
記
」
に
よ
っ
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
り
、
土
肥
組
の
組
織
に

つ
い
て
の
聞
取
調
査
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
勢
子
船
四
十
一
隻
、
持
双
舷
十
六
隻
に
対
し
て
双
海
船
の
四
十
四
隻
は
均
衡
を
欠
い
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
聞
取
の
誤
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
文
政
三
年
(
-
八
二
0
)

正
月
に
は
小
川
島
に
渡
り
、
日
記
（
表
題
無
、
文
政
一
二
辰
四
巳
）
の
正
月
十
八
日
に
は
「
（
呼

子
よ
り
）
暁
発
、
航
小
川
島
、
適
得
観
捕
鯨
、
主
中
尾
守
礼
、
遇
庄
島
某
等
」
と
あ
り
、
十
九
日
ニ
ハ
「
守
礼
亦
送
余
等
航
名
古
屋
、

途
詣
田
島
祠
、
観
望
夫
石
…
遂
宿
呼
子
浦
」
と
あ
り
、
二
十
二
日
夜
の
二
更
に
は
多
久
の
家
に
帰
っ
た
。
廿
六
日
に
は
「
観
魚
紀
行
起

(20) 

筆
」
と
記
し
、
彼
の
著
作
「
松
浦
古
跡
付
捕
鯨
記
事
」
の
な
か
に
捕
鯨
の
実
態
を
見
学
し
た
時
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
捕
鯨

(21) 

の
見
聞
記
事
は
さ
き
に
紹
介
し
た
。
こ
の
時
彼
が
「
観
捕
鯨
行
」
と
い
う
詩
を
賦
し
て
い
る
こ
と
に
も
ふ
れ
た
が
、
こ
の
詩
は
「
颯
川

(22)

（

23) 

詩
紗
」
巻
二
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
『
日
本
農
書
全
集
』
に
収
録
の
「
小
川
嶋
鯨
蜆
合
戦
」
中
に
引
用
の
「
観
捕
鯨
行
」

は
、
校
注
者
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
最
後
の
四
旬
は
広
瀬
淡
窓
の
詩
が
誤
っ
て
書
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
こ
に
改
め
て
全

文
を
掲
げ
る
。 佐

賀
藩
の
草
場
偏
川
・
船
山
父
子
と
鯨
組
主
中
尾
家
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時
、
始
観
梅
ー
豆
—
羅
捕
鯨
之
一
奇
、
雲
夢
八
九
蹄
溶
耳
、
十
洲
影
絶
碧
無
涯
、
條
爾
胆
風
吹
自
北
、
陽
侯
威
力
運
天
池
、
陣
陣
倒

衝
青
天
雨
、
銀
山
層
架
鉄
山
来
、
怪
底
銀
化
鵬
将
撃
、
天
呉
水
仙
紛
交
馳
、
撼
海
紐
網
晋
天
来
大
、
設
施
幾
重
左
右
会
、
郷
空
錬

矛
如
雨
氷
、
艇
子
葉
乱
駕
彰
涛
、
就
中
一
箇
手
剣
索
、
突
入
不
測
穿
頷
鰐
、
探
襲
掲
鮫
只
尋
常
、
輸
箇
勇
功
実
卓
落
、
君
不
見
皮

島
毛
文
龍
、
苦
戦
支
敵
任
折
衝
、
又
不
見
韓
海
李
舜
臣
、
奮
勇
血
戦
覚
投
身
、
韓
海
皮
島
亦
不
遠
、
迄
今
潮
波
猶
赤
渾
、
血
滴
淋

演
人
腎
矛
、
軽
靭
鵜
掠
占
魁
返
、
時
呼
万
歳
浦
上
顛
、
廠
中
撃
鼓
舟
叩
舷
、
幾
基
転
軸
巻
巨
組
、
横
海
魚
王
就
製
牽
、
屠
手
募
遍

燕
趙
士
、
百
千
附
麗
似
蝶
蟻
、
飛
来
啄
肉
亦
瑞
禽
、
観
者
堵
進
窄
汀
址
、
輯
皮
鋸
骨
無
全
牛
、
腸
曹
肉
局
厳
綱
紀
、
運
輸
功
力
忽

移
山
、
昔
日
肉
林
胡
得
比
、
鯨
戸
餓
吾
種
種
砦
、
尾
刷
竪
羽
百
尋
腸
、
為
典
海
漕
剣
菱
酒
、
喫
着
九
十
九
映
肪
、
咄
満
地
残
膏
謄

試
無
人
争
、
安
得
才
如
漢
陳
丞
相
平
、
分
諸
四
方
嚢
蛍
緊
雪
之
貧
学
生
輿
含
黎
茄
寂
之
窮
俄

こ
の
詩
は
漢
詩
文
の
教
養
の
乏
し
い
私
に
は
難
解
の
た
め
、
以
前
に
荒
木
見
悟
先
生
に
こ
の
詩
の
読
み
下
し
と
解
釈
を
お
願
い
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
屡
々
捕
鯨
史
関
係
の
会
な
ど
で
市
民
か
ら
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
私
の
み
が
恩
恵
を
受
け
る
の
で
な
く
、

広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
先
生
の
御
教
示
を
次
に
掲
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

捕
鯨
を
観
る
の
行

久
し
く
聞
く
、
南
蛮
・
西
域
の
大
夜
叉
は
、
克
＜
虎
を
哩
む
の
獅
子
と
、
象
を
歎
る
の
蛇
と
を
製
す
、
と
。
又
聞
く
、
北
溜
・
東

め

つ

ら

い

た

だ

か

め

洋
の
豪
憚
の
客
は
、
能
く
陸
を
戴
く
の
鼈
と
舟
を
呑
む
の
鰐
と
を
打
つ
、
と
。
心
飛
び
魂
蕩
く
こ
と
幾
年
時
、
始
め
て
梅
豆
羅
の

捕
鯨
の
一
奇
を
観
る
。
雲
夢
の
八
九
は
蹄
溶
の
み
、
十
洲
の
影
絶
え
て
碧
涯
な
し
。
條
爾
た
る
胆
風
北
よ
り
吹
い
て
、
陽
候
の
威

あ

や

し

む

ら

く

こ

ん

お

お

と

り

カ
天
池
を
運
ら
す
。
陣
陣
倒
ま
に
衝
く
青
天
の
雨
、
銀
山
層
架
し
て
鉄
山
来
る
。
怪
底
銀
の
化
せ
る
鵬
の
将
に
撃
せ
ん
と
し
、
天

ご

す

い

せ

ん

そ

う

か

い

ま

う

こ

な

げ

う

ひ

ょ

う

む

呉
水
仙
紛
と
し
て
交
馳
す
る
か
と
。
撼
海
の
網
晋
は
天
来
の
大
、
設
施
幾
重
左
右
に
会
す
。
空
に
郷
つ
錬
矛
は
氷
を
雨
ふ
ら
す
が

な

か

ん

づ

く

が

ん

か

く

う

が

り

こ

う

と

ら

如
く
、
艇
子
葉
乱
せ
る
彰
拝
に
駕
す
。
就
中
一
箇
は
剣
索
を
手
に
し
、
不
測
に
突
入
し
て
頷
鰐
を
穿
つ
。
職
を
探
り
鮫
を
捕
う
る

は
た
だ
尋
常
の
み
、
箇
の
勇
功
の
実
に
単
落
た
る
に
輸
る
。
君
見
ず
や
、
皮
島
の
毛
文
龍
は
、
苦
戦
敵
を
支
え
て
折
衝
に
任
ぜ
し

近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面

-76-



近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面

を
。
又
見
ず
や
、
韓
海
の
李
舜
臣
は
、
勇
を
奮
い
血
戦
し
て
党
に
身
を
投
ぜ
し
を
。
韓
海
と
皮
島
は
ま
た
遠
か
ら
ず
、
今
に
迄
る

せ

っ

こ

ん

り

ん

り

ひ

じ

け

い

と

う

こ

つ

り

ゃ

く

さ

き

が

け

い

た

だ

き

ま
で
潮
波
な
お
赤
揮
な
り
。
血
滴
淋
満
と
し
て
人
矛
を
腎
に
し
、
軽
靭
髄
掠
し
魁
を
占
め
て
返
る
。
時
に
万
歳
を
呼
ぶ
浦
上
の
顛
、

せ
い
け
ん

ふ
な
ば
た

廠
中
に
鼓
を
撃
ち
舟
は
舷
を
叩
く
。
幾
基
の
転
軸
は
巨
組
を
巻
き
、
海
に
横
た
わ
る
魚
王
は
戴
牽
に
就
く
。
屠
手
は
募
遍
せ
る
燕

趙
の
士
、
百
千
の
附
麗
は
蝶
蟻
に
似
た
り
。
飛
来
し
て
肉
を
啄
う
も
ま
た
瑞
禽
、
観
る
者
塙
進
し
て
汀
祉
窄
し
、
皮
を
輯
に
し
骨

を
鋸
り
て
全
牛
な
く
、
腸
曹
肉
局
綱
紀
を
厳
に
す
。
運
輸
の
功
力
忽
ち
山
を
移
し
、
昔
日
の
肉
林
胡
ん
ぞ
比
す
る
を
得
ん
。
鯨
戸

な

お

ば

け

た

っ

ぱ

ひ

ろ

き

っ

ち

ゃ

く

ゆ

ぽ

う

吾
に
韻
り
て
種
種
嘗
め
し
む
。
尾
刷
竪
羽
百
尋
の
腸
。
為
め
に
典
す
海
漕
の
剣
菱
酒
。
喫
着
す
九
十
九
の
腔
肪
、
咄
、
満
地
の
残

が
ん
れ
い
じ
ょ
し
ゅ
く
き
ゅ
う
ぼ
う

よ

う

じ

い

ず

く

膏
謄
賦
人
の
争
う
な
し
。
安
ん
ぞ
オ
、
漢
の
陳
丞
相
平
が
如
き
を
得
て
、
諸
を
四
方
の
嚢
蟄
緊
雪
の
貧
学
生
と
含
黎
茄
寂
の
窮
哉

と
に
分
た
ん
。

〔
解
釈
〕
私
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
南
方
や
西
方
の
未
開
地
に
住
む
大
悪
党
ど
も
は
、
虎
を
か
み
殺
す
獅
子
や
象
の
血
を
す
す
る
蛇
を
思
い
の

ま
ま
に
や
っ
つ
け
る
と
聞
い
て
い
た
。
ま
た
北
方
や
東
方
の
海
中
に
住
む
荒
く
れ
の
盗
賊
ど
も
は
、
（
海
中
）
の
島
を
背
負
う
ほ
ど
の

亀
や
舟
を
飲
み
込
む
ほ
ど
の
鰐
を
手
打
ち
に
す
る
と
聞
い
て
き
た
。
こ
こ
何
年
来
そ
う
い
う
光
景
を
み
た
い
も
の
と
心
を
わ
く
わ
く
さ

（

松

浦

）

う

ん

ぽ

う

た

＜

せ
て
き
た
が
、
今
度
始
め
て
梅
豆
羅
で
鯨
を
捕
る
奇
観
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
昔
、
中
国
の
楚
の
国
に
は
雲
夢
の
沢
を
初
め
、

こ
れ
と
比
肩
す
る
湖
水
が
八
つ
も
九
つ
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
ん
な
も
の
は
眼
前
の
大
海
原
に
比
べ
れ
ば
、
ち
っ
ぽ
け
な
水
た

ま
り
に
過
ぎ
な
い
。
仙
人
が
住
む
と
言
わ
れ
る
十
箇
の
島
影
も
視
界
か
ら
消
え
て
、
碧
は
て
し
な
い
大
海
原
で
あ
る
。
北
方
か
ら
な
ま

ぐ
さ
い
風
が
さ
あ
っ
と
吹
い
て
き
て
、
高
く
白
い
波
の
威
力
は
こ
の
天
然
の
池
を
く
つ
が
え
す
。
一
波
一
波
は
青
天
に
向
か
っ
て
さ
か

さ
ま
に
雨
を
吹
き
上
げ
、
山
な
す
銀
波
は
重
な
り
重
な
っ
て
鉄
壁
の
よ
う
に
人
を
寄
せ
つ
け
な
い
。
こ
れ
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
（
『
荘

子
』
斉
物
論
篇
に
み
え
る
）
銀
と
い
う
大
魚
が
突
然
形
を
変
え
鵬
（
鳳
）
と
い
う
大
鳥
に
な
っ
て
ふ
る
い
立
と
う
と
し
、
海
の
神
と
水

の
仙
人
が
入
り
ま
じ
っ
て
馳
せ
合
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
撼
海
（
双
海
）
か
ら
放
っ
た
網
は
天
上
か
ら
降
っ
て
き
た
か
と
思
わ
れ
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る
ほ
ど
大
き
く
、
何
重
に
も
し
つ
ら
え
て
左
右
か
ら
取
り
か
こ
む
。
加
子
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
大
空
に
向
か
っ
て
投
げ
放
つ
鈷
は
天
か
ら
氷

が
降
っ
て
き
た
か
の
よ
う
で
あ
り
、
加
子
は
渦
巻
い
て
沸
き
た
つ
海
中
に
乗
っ
か
る
。
中
で
も
一
人
の
加
子
は
縄
の
つ
い
た
剣
を
手
に

し
、
危
険
を
も
か
え
り
み
ず
鯨
の
口
中
に
突
入
し
て
そ
の
顎
に
突
き
刺
す
。
世
間
で
は
襲
龍
（
黒
い
龍
）
の
頷
下
の
珠
を
探
り
取
る
と

か
鮫
（
大
龍
）
を
捕
ら
え
る
の
を
格
別
勇
敢
な
こ
と
だ
と
す
る
が
、
そ
れ
な
ど
は
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
、
こ
の
剛
勇
な
人
物
の
け
た
は
ず

れ
に
す
ぐ
れ
て
い
る
の
に
は
と
て
も
及
ば
な
い
。
見
る
が
い
い
。
（
遼
寧
省
に
あ
る
）
皮
島
で
清
軍
を
相
手
に
戦
っ
た
毛
文
龍
は
幾
度

か
苦
戦
し
な
が
ら
敵
の
矛
先
を
抑
え
た
こ
と
を
。
又
見
る
が
い
い
。
朝
鮮
の
海
で
大
活
躍
し
た
李
舜
臣
は
、
勇
気
を
振
い
起
し
激
戦
を

続
け
た
あ
げ
く
、
つ
い
に
一
身
を
犠
牲
に
し
た
こ
と
を
。
こ
の
朝
鮮
の
海
や
皮
島
の
事
件
は
決
し
て
遠
い
昔
の
こ
と
で
は
な
い
。
彼
ら

の
流
し
た
血
は
今
日
に
至
っ
て
も
海
流
を
赤
く
染
め
て
い
る
の
だ
。
（
今
、
鯨
を
し
と
め
た
そ
の
）
し
た
た
る
血
は
盛
ん
に
流
れ
て
加

子
は
鈷
を
か
き
抱
き
、
捕
っ
た
鯨
を
軽
舟
に
の
せ
て
真
っ
先
に
帰
港
す
る
。
そ
の
時
浜
辺
の
丘
の
上
で
は
万
歳
を
叫
び
、
つ
き
ぬ
け
の

ふ
な
ば
た

納
屋
の
中
で
は
太
鼓
を
な
ら
し
、
船
上
で
は
舷
を
た
た
く
。
何
台
か
の
輔
櫨
に
は
大
き
な
く
み
ひ
も
を
巻
き
、
海
面
に
う
か
ぶ
鯨
の
巨

体
は
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
さ
れ
て
い
る
。
鯨
を
し
と
め
る
男
は
、
広
く
え
り
す
ぐ
っ
た
豪
気
者
ぞ
ろ
い

（
そ
れ
に
対
し
）
た
く
さ
ん
の
見

物
人
は
蟻
の
よ
う
な
も
の
。
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
飛
ん
で
き
て
、
鯨
の
肉
を
つ
い
ば
む
の
も
、
こ
の
大
き
な
獲
物
を
祝
す
る
め
で
た
い

か
き

鳥
だ
。
そ
れ
を
観
る
群
集
が
培
の
よ
う
に
並
ん
で
、
浜
辺
は
ぎ
っ
し
り
と
人
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
鯨
の
皮
を
車
裂
き
に
し
、
骨
を
切

る
と
も
と
の
姿
は
な
い
。
腸
の
た
ぐ
い
や
肉
の
固
ま
り
を
し
つ
か
り
縄
で
し
ば
り
、
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
、
そ
れ
を
運
ぶ
と
す
ぐ
に
山

を
移
す
よ
う
に
移
動
し
た
。
昔
の
人
は
酒
池
肉
林
の
宴
会
を
し
た
と
い
う
が
、
そ
ん
な
も
の
は
と
て
も
比
較
に
は
な
ら
な
い
。
鯨
組
主

が
私
に
鯨
肉
を
す
す
め
て
、
あ
れ
こ
れ
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。
鯨
の
尾
や
鰭
、
そ
れ
に
幅
の
広
い
腸
、
そ
の
た
め
に
海
上
輸
送
さ
れ
た

伊
丹
の
銘
酒
を
お
礼
と
し
て
差
し
出
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
脂
身
を
食
い
尽
く
し
た
が
、
何
た
る
こ
と
だ
、
地
面
一
杯
に
食
べ
残
し
の
脂

身
が
散
ら
か
っ
て
い
て
も
誰
も
そ
れ
を
食
べ
よ
う
と
し
な
い
と
は
（
た
ら
ふ
く
食
べ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
勿
体
な
い

こ
と
だ
）
。
あ
の
漢
代
の
名
宰
相
陳
平
は
祭
り
の
時
、
肉
を
公
平
に
分
配
し
た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
オ
人
が
出
現
し
て
、
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〔
参
考
。
最
後
の
所
は
侃
川
の
社
会
観
を
示
す
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
杜
甫
の
手
法
を
真
似
た
も
の
で
す
。
こ
こ
の
頭
註
に
「
結
処

大
有
二
杜
老
心
腸
↓
亦
有
二
杜
老
筆
法
―
」
（
結
び
の
処
は
、
大
い
に
杜
老
（
杜
甫
）
の
心
腸
あ
り
、
ま
た
杜
老
の
筆
法
あ
り
）
と
い
う
の

は
そ
の
こ
と
を
指
し
ま
す
〕
。

（
以
上
、
荒
木
見
吾
先
生
の
ご
教
示
を
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
）

(24) 

こ
の
草
場
侃
川
の
長
男
船
山
も
儒
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
彼
の
日
記
（
草
場
船
山
日
記
）
に
は
呼
子
の
中
尾
甚
六
（
小
川
島
組

の
組
主
）
と
そ
の
嫡
子
綱
太
郎
と
親
し
く
交
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
屡
々
窺
え
る
。
綱
太
郎
は
嘉
永
七
年
四
月
に
船
山
の
塾
に
入
塾
し
て

お
り
四
月
八
日
に
「
呼
子
浦
中
尾
甚
六
嫡
子
綱
太
郎
井
医
師
古
館
桂
太
郎
と
申
人
、
一
両
日
前
¢
被
罷
越
居
候
二
付
、
則
招
飲
、
但
、

(25) 

綱
太
郎
義
、
叔
父
仁
三
郎
同
道
也
、
其
入
塾
相
成
候
也
」
と
あ
る
。

こ
の
ほ
か
船
山
日
記
の
中
に
は
中
尾
家
、
中
尾
甚
太
郎
に
関
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
為
長
州
方
二
付
運
漕
一
條
二

付
、
唐
津
呼
子
中
尾
甚
六
殿
罷
越
候
」
（
文
久
三
年
十
月
朔
日
条
）
と
あ
る
の
は
、
長
州
藩
征
討
に
つ
い
て
船
を
多
く
も
つ
中
尾
組
に

佐
賀
藩
の
多
久
領
主
と
し
て
は
（
唐
津
領
と
境
を
接
し
て
近
い
た
め
）
軍
勢
、
物
資
の
運
漕
を
中
尾
組
に
頼
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
（
今
力
）
「
瓢
朝
呼
子
中
尾
綱
太
郎
為
米
相
談
罷
越
二
付
、
今
晩
於
別
当
御
勝
手
方
役
々
一
同
出
会
、
今
夕
明
朝
御
暇
…
…
朝
綱
太
郎
井
手
代
柴

田
民
左
衛
門
私
宅
召
呼
、
酒
差
出
候
」
（
慶
応
四
年
七
月
廿
一
・
ニ
日
条
）

と
あ
る
の
は
、
多
数
の
人
員
を
抱
え
る
鯨
組
と
し
て
は
大
量
の
米
を
各
地
か
ら
購
入
し
て
お
り
、
（
た
と
え
ば
肥
前
名
護
屋
組
大
庄
屋

松
尾
家
の
名
護
屋
組
文
書
の
中
に
は
そ
の
事
例
が
多
い
）
お
そ
ら
く
多
久
領
の
米
の
購
入
の
件
に
つ
い
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ

る。 け
て
や
り
た
い
も
の
だ
。

こ
の
残
っ
た
鯨
肉
を
天
下
の
、
蛍
の
光
や
窓
の
雪
明
か
り
で
勉
強
し
て
い
る
貧
書
生
や
粗
末
な
食
物
ば
か
り
た
べ
て
い
る
貧
乏
人
に
分
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(26) 

そ
の
ほ
か
、
中
尾
甚
六
・
綱
太
郎
の
名
は
日
記
中
に
散
見
し
、
船
山
が
呼
子
に
行
っ
て
い
る
の
も
見
出
す
の
で
あ
る
。

ま
た
以
前
に
佐
賀
県
多
久
で
絵
馬
の
調
査
を
し
た
時
、
今
野
孝
氏
に
同
地
域
の
経
済
史
関
係
の
絵
馬
と
し
て
、
旧
多
久
領
内
、
北
方

の
炭
鉱
絵
馬
、
稲
主
神
社
の
四
季
農
耕
の
絵
馬
と
と
も
に
、
多
久
梶
峯
神
社
の
捕
鯨
絵
馬
を
撮
影
し
て
頂
い
た
こ
と
が
あ
り
（
こ
れ
は

(27) 

市
場
直
次
郎
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
、
最
近
細
川
章
氏
よ
り
、
草
場
船
山
の
日
記
『
文
久
二
年
壬
戌
九
月
改
、
同
一
二
年
癸
亥

の
文
久
三
年
十
月
条
に

梶
峯
社
御
年
祭

(28) 

上
ヨ
リ
御
寄
進
絵
馬
一
対
、
井
職
人
ヨ
リ
同
一
対
、
相
認
候
事
」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
多
久
神
社
の
拝
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
捕
鯨
の
絵
馬
に
は
「
文
久
三
年
亥
十
月
」
と
奉
納
の

年
月
が
あ
り
、
こ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
相
認
候
」
と
記
し
て
い
る
の
が
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
、
船
山
が
画
い
た
の
か
、
そ
れ

と
も
別
の
意
味
か
。
船
山
も
父
侃
川
と
同
じ
よ
う
に
絵
画
を
よ
く
画
い
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
彼
が
画
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
か

く
こ
の
絵
馬
は
文
久
二
年
(
-
八
六
一
）
十
月
吉
辰
に
柚
中
•
石
工
中
・
鍛
冶
中
・
金
具
工
中
・
大
工
中
か
ら
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
捕

鯨
の
図
は
中
央
に
網
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
鯨
、
網
を
仕
掛
け
た
双
海
船
六
隻
、
鯨
を
追
跡
し
て
い
る
加
子
船
数
隻
、
加
子
船
の
一
隻

に
は
一
番
親
父
が
釆
配
を
振
っ
て
い
た
り
、
羽
差
が
釣
を
も
っ
て
立
っ
て
い
る
舟
等
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の

職
人
が
多
久
梶
峯
社
に
奉
納
し
て
い
る
こ
と
は
多
久
領
の
者
が
相
当
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
鯨
組
は
中
尾
組
以
外
に
も
名
護
屋
な

ど
幾
つ
も
あ
っ
た
の
で
、
中
尾
組
と
は
断
定
で
き
な
い
に
し
て
も
侃
川
が
か
か
わ
っ
て
い
る
の
は
中
尾
組
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
い
と

思
う
。以
前
小
値
賀
島
で
捕
鯨
の
絵
馬
に
接
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
剥
落
が
ひ
ど
く
よ
く
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
多
久
の
絵

馬
は
剥
落
が
進
ん
で
い
る
が
、
ま
だ
よ
く
見
得
る
の
で
、
今
の
う
ち
に
そ
の
保
存
に
心
を
用
い
、
レ
プ
リ
カ
な
ど
作
っ
て
ほ
し
い
と
願

う
も
の
で
あ
る
。

「
廿
六
日
ヨ
リ
晦
日
迄

近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面

日
録
』
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(
5
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4
)
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)
 

(
2
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1
)
 

近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面

「
徳
川
期
九
州
に
お
け
る
捕
鯨
業
の
労
働
関
係
」
(
-
)
・
（
二
）
（
九
州
大
学
「
経
済
学
研
究
」
第
一
八
巻
第
一
・
ニ
号
一
九
五
三
）
「
西
海

捕
鯨
業
」
（
「
江
戸
時
代
図
誌
』

22

藤
本
隆
士
と
共
著
一
九
七
六
）
「
近
世
後
期
肥
前
小
川
島
捕
鯨
業
の
一
断
面
」
（
「
経
済
学
研
究
」

第
四
六
巻
第
一
・
ニ
合
併
号
一
九
八
一
）
「
近
世
西
海
捕
鯨
業
に
関
す
る
史
料
」
(
-
)
（
二
）
（
三
）
（
久
留
米
大
学
「
産
業
経
済
研
究
」

第
三
六
巻
第
四
号
•
第
三
七
巻
第
一
・
ニ
合
併
号
一
九
九
六
）
・
「
幕
末
期
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
益
冨
組
労
働
組
織
の
一
史
料
」
（
「
産

業
経
済
研
究
」
第
三
八
巻
第
三
号
一
九
九
七
）
・
「
近
世
西
海
捕
鯨
史
料
「
五
島
黒
瀬
組
定
」
（
「
久
留
米
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
」

第
一
八
号
一
九
九
八
）
「
近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
生
月
島
益
冨
組
の
創
業
」
（
「
久
留
米
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
一
九
号
）

「
近
世
西
海
捕
鯨
史
料
「
前
目
定
目
写
」
（
「
産
業
経
済
研
究
」
第
三
八
巻
第
一
号
一
九
九
八
）
。

「
無
足
人
に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
日
本
史
研
究
」
第
九
号
一
九
四
八
）
「
処
女
論
文
か
ら
半
世
紀
を
経
て
新
史
料
に
接
し
て
」
（
「
経
済
史

研
究
」
第
五
号
二

0
0
I

)

。

平
戸
市
生
月
町
一
部
益
冨
哲
朗
氏
所
蔵
。
虫
害
、
湿
損
甚
だ
し
か
っ
た
た
め
、
現
在
は
福
岡
市
総
合
図
書
館
に
預
託
。
わ
が
国
の
捕
鯨
史

関
係
の
文
書
で
は
最
も
ま
と
ま
っ
た
誇
る
べ
き
史
料
で
あ
り
、
将
来
は
国
な
り
長
崎
県
が
松
浦
の
海
近
く
（
た
と
え
ば
益
冨
家
屋
敷
内
な

ど
）
に
保
存
•
閲
覧
．
研
究
の
施
設
を
設
け
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

藤
本
隆
士
「
幕
末
西
海
捕
鯨
業
の
資
金
構
成
」
（
「
福
岡
大
学
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
」
一
九
六
四
）
・
「
西
海
捕
鯨
業
経
営
と
福
岡
藩
」

（
宮
本
又
次
編
『
商
品
流
通
の
史
的
分
析
」
一
九
六
七
）
・
「
鯨
油
の
流
通
と
地
方
市
場
の
形
成
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
―
二

号
一
九
六
七
）
・
「
近
世
西
南
地
域
に
お
け
る
銀
銭
勘
定
」
（
「
福
岡
大
学
商
学
論
叢
」
第
一
七
巻
第
一
号
一
九
七
二
）
・
「
近
世
西
海
捕

鯨
経
営
と
同
族
圏
」
(
-
)
（
二
）
（
福
岡
大
学
「
商
学
論
叢
」
第
一
九
巻
第
四
号
•
第
二
0
巻
第
一
号
一
九
七
五
）
・
「
捕
鯨
図
誌

『
勇
魚
取
絵
詞
」
考
」
（
福
岡
大
学
創
立
四
五
周
年
記
念
論
文
集
一
九
七
九
）
・
「
史
料
「
有
川
鯨
組
式
法
定
」
（
一
）
（
二
）
（
福
岡
大
学

「
商
学
論
叢
」
第
二
八
巻
第
四
号
・
第
二
九
巻
第
一
号
一
九
八
四
）
。

武
野
要
子
「
壱
岐
捕
鯨
業
の
一
研
究
益
冨
組
小
納
屋
の
分
析
」
（
「
福
大
創
立
三
五
周
年
記
念
論
文
集
商
学
編
」
・
『
史
料

鯨
組
永
続
鑑
j

（
福
大
「
商
学
論
叢
」
第
二
四
巻
第
一
号
一
九
七
九
）
。

松
下
志
朗
「
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
連
上
銀
に
つ
い
て
」
（
「
福
大
創
立
三
五
周
年
記
念
論
文
集
』
商
学
編

注

一
九
六
九
）
。

前
目
勝
本
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(19) 

(20) 

(21) 

(22) 

(23) 

(18) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 

(17) 

(
8
)
 

(
9
)
 

(10) 

(11) 

(12) 

(7) 
鳥
巣
京
一
『
西
海
捕
鯨
業
の
史
的
研
究
」
九
大
出
版
会
一
九
九
九
。
ほ
か
に
益
富
組
関
係
で
は
「
西
海
捕
鯨
小
史
」

(
F
U
K
U
O
K
A

S
T
Y
L
E
 V
O
L
.
 12
.

一
九
九
五
）
「
江
戸
後
期
蝦
夷
地
に
お
け
る
捕
鯨
開
拓
」
『
福
岡
大
学
商
業
論
叢
」
第
四
三
巻
第
一
二
号
、
一
九
九
九
）

あ
り
。

末
田
智
樹
「
藩
際
捕
鯨
業
の
展
開
」
御
茶
の
水
書
房
二
0
0
四゚

前
作
事
。
前
細
工
と
も
言
わ
れ
る
。
秀
村
、
前
掲
「
徳
川
期
九
州
に
お
け
る
捕
鯨
業
の
労
働
関
係
」
（
二
）
七
0
ー
七
五
頁
参
照
。

益
冨
家
文
書
四
六
二
号
（
書
綴
）
。

鼻
紙
の
意
か
。
鼻
紙
代
（
軽
微
な
報
酬
）
の
略
で
、
軽
微
な
「
く
す
ね
」
の
意
で
あ
ろ
う
か
。

支
配
人
に
つ
い
て
は
次
の
「
若
衆
訓
戒
控
」
に
も
見
え
る
が
、
役
割
帳
な
ど
に
は
あ
ま
り
見
受
け
な
い
。
一
般
的
に
納
屋
経
営
の
上
層
部

を
示
す
も
の
か
。
後
考
を
侯
つ
。

弘
化
三
年
午
冬
「
御
崎
組
若
衆
羽
指
割
」
（
益
冨
家
文
書
―
一
九
三
号
）
。

殿
は
「
殿
リ
」
又
は
「
殿
ィ
」
と
読
め
、
し
ん
が
り
（
最
後
の
始
末
を
す
る
）
の
意
か
又
は
と
の
い
（
宿
直
）
の
意
か
。
後
考
を
侯
つ
。

安
政
七
「
申
春
羽
指
若
衆
割
」
（
益
冨
家
文
書
―
二
五
七
号
）
。
御
崎
・
江
島
両
組
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

益
冨
家
文
書
二
五
二
号
。

草
場
侃
川
に
つ
い
て
は
「
多
久
市
史
」
第
二
巻
（
多
久
市
二
0

0
二
）
八
六
六
ー
八
八
六
頁
「
東
原
痒
舎
後
期
の
儒
学
者
の
交
流
（
草

場
侃
川
）
」
（
武
田
耕
一
執
筆
）
に
詳
し
い
。

侃
川
の
「
附
駿
日
記
西
」
（
岩
瀬
文
庫
所
蔵
）
の
文
化
八
年
四
月
二
十
三
日
条
に
は
、
勝
本
浦
に
つ
い
て
「
人
家
五
百
、
見
二
三
富
豪
、

東
湾
有
屠
鯨
場
、
」
と
記
し
、
「
宿
土
肥
某
家
、
（
別
亭
某
）
捕
鯨
之
長
也
」
と
あ
る
。
三
好
嘉
子
校
註
「
草
場
侃
川
日
記
』
上
巻
（
西
日

本
文
化
協
会
一
九
七
八
）
に
は
、
な
ぜ
か
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
の
記
事
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

「
附
駿
日
記
」
文
政
八
年
四
月
二
十
六
日
条
（
三
好
校
註
『
草
場
颯
川
日
記
」
上
巻
五
九
・
六
0
頁
に
所
収
）
。

前
掲
『
草
場
颯
川
日
記
』
上
巻
ニ
―
三
・
四
頁
。

前
掲
、
秀
村
「
近
世
後
期
肥
前
小
川
島
捕
鯨
業
の
一
断
面
」
。

「
颯
川
詩
紗
」
。
（
肥
前
草
場
膊
棟
芳
稿
、
男
廉
夫
立
大
・
襲
生
仙
客
仝
校
）
。

『
日
本
農
書
全
集
」

58
漁
業

1

（
農
山
漁
村
文
化
協
会
一
九
九
五
）
三
七
ニ
・
三
七
三
頁
。

近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面
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(24) 

(25) 

(26) 

(27) 

(28) 

近
世
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
鯨
組
の
諸
断
面

荒
木
見
悟
「
草
場
船
山
そ
の
人
と
学
問
」
（
荒
木
監
修
・
三
好
嘉
子
校
注
『
草
場
船
山
日
記
』
西
日
本
文
化
協
会

『
草
場
船
山
日
記
』
―
―
―
四
頁
。

仝
右
、
三
―
一
三
頁
、
四
七
五
頁
、
四
七
六
頁
、
四
九
九
頁
、
五
0

0
頁
、
五
0
五
頁
。

市
場
直
次
郎
『
筑
紫
路
の
絵
馬
』
（
西
日
本
文
化
協
会
一
九
七
四
）
八
八
・
八
九
頁
。

『
草
場
船
山
日
記
』
＝
三
一
頁
。

一
九
九
九
）
。

〔
後
記
〕

小
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
益
冨
哲
朗
氏
は
じ
め
唐
津
市
呼
子
町
文
化
連
盟
・
九
州
大
学
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
・
名
護
屋

城
博
物
館
・
今
野
孝
氏
・
梶
嶋
政
司
氏
・
細
川
章
氏
に
御
世
話
に
な
り
、
こ
と
に
荒
木
見
悟
先
生
に
は
草
場
倶
川
の
詩
に
つ
い
て
、
そ
の
解
読
・

解
釈
を
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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